
No.２６５０
地球で1番美しい散歩道を欲張って2コース
ニュージーランド南島ミルフォー

ドトラックとケプラートラック

はじめに
ガイドツアー4泊5日＋インディペンデ

ントツアー2泊3日＋前後中間5日＝13日
間の長い旅程でした。途中体調不良のメ
ンバーも出ましたが、何とか無事スケジ
ュールを消化でき、予定した山行行程を
歩きました。
これは、メンバーの皆さんのチームワ

ークの結果です。参加の皆さんにお礼申
しあげます。ありがとうございました。
さらに、この計画立案と実施にはメン

バーの石原勝正さんに格別のお力を頂き
ました。
石原さんには、今回の後半部分のイン

ディペンデントツアー（現地ツアー会社
やガイドに依存しないで、自分達で企画
し実施したツアー）の、インターネット
やその他資料での調査と実際の予約、ク
レジットカードによる支払、また、現地
での予約確認、予約以外の現地手配、ホ
テルチェックイン・アウト、精算、山岳
情報の収集とヒアリングなど全体と細部
にわたり精緻にして完璧なご手配をして
いただきました。現地の関係者との交渉
や問合せに、折り目正しいキングスイン
グリッシュによる会話で対応していただ
き、私たちの旅程恙（つつが）なきを図
ってくださいました。
そのご努力と、お力に深甚なる感謝と

敬意を表させて頂きます。ありがとうご
ざいました。
山行報告の冒頭に敢えてお礼述べさせ

ていただきます。

実施日 2013年12月12日(木)～24日（火）
天 候 曇、晴、雨、強風
リーダー 若村 勝昭
参加者 若村貴世子、若村勝昭、石

附智江、中村友子、石原勝
正､関塚七海 計６名

費 用 航空運賃 167,000円、ﾐﾙﾌｫｰﾄﾞｶﾞ
ｲﾄﾞﾂｱｰ 165,000円、ﾎﾃﾙ･ﾊﾞｽ･ﾀｸ
ｼｰ･食事等 約80,000円（いずれ
も概算）

タイム 12/12 成田(18:25)～
12/13 ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ～ｸｨｰﾝズﾀｳﾝ

(泊)
12/14 ﾐﾙﾌｫｰﾄﾞﾄﾗｯｸ1 ｸｨｰﾝズﾀ

ｳﾝ～ﾃ･ｱﾅｳ～ｸﾞﾚｰﾄﾞﾊｳｽﾛｯ
ｼﾞ(泊)

12/15 ﾐﾙﾌｫｰﾄﾞﾄﾗｯｸ2 ｸﾞﾚｰﾄﾞﾊ
ｳｽﾛｯｼﾞ～ﾎﾟﾝﾎﾛｰﾅ･ﾛｯｼﾞ
(泊)

12/16 ﾐﾙﾌｫｰﾄﾞﾄﾗｯｸ3 ﾎﾟﾝﾎﾟﾛｰ
ﾅ･ﾛｯｼﾞ～ﾏｯｷﾝﾉﾝ峠～ｸｨﾝﾃ
ｨﾝ・ﾛｯｼﾞ(泊)

12/17 ﾐﾙﾌｫｰﾄﾞﾄﾗｯｸ4 ｸｨﾝﾃｨﾝ
・ﾛｯｼﾞ～ｻﾝﾄﾞﾌﾗｲﾎﾟｲﾝﾄ～
ﾏｲﾀｰﾋﾟｰｸ・ﾛｯｼﾞ(泊)

12/18 ﾐﾙﾌｫｰﾄﾞﾄﾗｯｸ5 ﾏｲﾀｰﾋﾟｰ
ｸ・ﾛｯｼﾞ～ﾐﾙﾌｫｰﾄﾞ･ｻｳﾝﾄﾞ
～ｸｨｰﾝｽﾞﾀｳﾝ(泊)

12/19 ｸｨｰﾝｽﾞﾀｳﾝ( )～ﾃ･ｱﾅｳｹ
(泊) ｲﾝﾃﾞﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄﾂｱｰに
必要な食料品等の買い
物､地図、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、気象
情報、ﾄﾗｯｸｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝのﾁｪ
ｯｸ等

12/20 ｹﾌﾟﾗｰﾄﾗｯｸ1 ｹﾌﾟﾗｰﾄﾗｯｸ
･ｶｰﾊﾟｰｸ～ﾌﾞﾛﾄﾞ･ﾍﾞｲ～ﾗｸ
ｽﾓｱ･ﾊｯﾄ(泊)

12/21 ｹﾌﾟﾗｰﾄﾗｯｸ2 ﾗｸｽﾓｱ･ﾊｯﾄ
～ｱｲﾘｽﾊﾞｰﾝ･ﾊｯﾄ(泊)

12/22 ｱｲﾘｽﾊﾞｰﾝ･ﾊｯﾄ～ﾓﾂﾗｳ･ﾊｯ
ﾄ～ﾚｲﾝﾎﾞｰ・ﾘｰﾁ(ｼｬﾄﾙ )
～ﾃ･ｱﾅｳ(泊)

12/23 ﾃ･ｱﾅｳ( )～ｸｨｰﾝｽﾞﾀｳﾝ
✈( )～ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ(泊)

✈12/24 ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ( )～成田(16:
55)



日程＃3 12月14日(金) 曇り・小雨
ミルフォード・トラック 1日目
クイーンズタウンより長距離専用バス

で テ・アナウに向け出発
程なく川面が、青や緑に時には黒っぽく
変わるゆったりした流れを車窓越しに
見ながらバスは走る。
川から離れるとどこまでも続くかと思
われる広大な牧草地におびただしい数の
羊や牛、鹿が草を食む姿が見られる。
丘を覆うかのように咲く黄色のブルーム
（エニシダ）、色とりどりのルピナス、
ニュージーランド特産のマヌカハニーの
マヌカの木も白い花を一杯つけている。
テ．アナウに到着後オフィスで当日の
説明を受け、ランチを済ませ休憩後、再
びバスで30分ほどで船着場に着く。1.5
時間のクルーズでグレートワーフ着。
初日のロッジ到着後、ガイドが付いて

散策に出る。ニュージーランドの植物は
殆どが固有種であるとの説明を聞き珍し
い植物を見ながら1.5時間程でロッジに
戻る。
シャワー、夕食の後、明日のコースの

スライドを見ながら説明を聞き各自の部
屋に。

（記・関塚 七海）

日程＃4 12月15日(土) 終日雨
ミルフォード・トラック ２日目
グレードハウス∼ポンポローナロッジ
16㌔ 徒歩５h∼７h

今日から本格的に５日目のロッジまで
５３㌔を歩かないと途中は降りる手段は
ないのだ。ヘリを頼むしか…まあ 大丈

夫 か ？
朝 ロ
ッ ジ で
初 め て
ラ ン チ
を 各 々
作り（カ
ナ ダ ト
ッ レ キ
ン グ を

思い出す）、それから朝食を食べ 雨の
中 各国39名とスタッフで記念写真を。
ハイ―ポーズ。私達こぶし会もいざ 6
名で出発。
2日目のコースはでｸリﾝﾄﾝ川に沿って

の路は殆ど平坦で整備もされ快適で時に
は梓川沿いを歩いてるような錯覚でし
た。その後大規模な地滑り地帯も慎重に。
原生林歩き、やっとランチ小屋です。

ランチのシェルターの小屋では美人のス
タッフと日本の男性（もちろんイケメン
山ボーイ）と暖かい飲み物が待ってます。
午後は林を抜け､平坦地で万年雪に優

美な山々に豪快に流れ落ちる滝の数々を
楽しみました。最後の長い登りでやっと
ロッジが。
15時半に今日のロッジ､ポンポローナに。
快適なロッジライフをたのしむぞ・・

・ずぶ濡れでまずはシャワーに そして
ビール！
驚いたことに昔ながらの湯たんぽ（ゴ

ム製）が部屋に有り今回助かりました。
(記・若村 貴世子)

日程＃5 12月16日(月) 朝晴れ後時
々雨・曇り
ミルフォード・トラック 3日目
・メイン行程：ポンポローナ・ロッ
ジ～マッキンノン・バス(峠)～クイ
ンティン・ロッジ
サイドウオーク：世界第5位の落差を
誇るｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ･ﾌｫｰﾙ(滝)の見学
・行程：１５ｋｍ＆7時間、サイドウ
オーク：往復90分
野鳥のケアー（悪戯好きのオームの

一種）の鳴き声で５時５０分に起床、
小屋のテラスに出ると３～４羽デッキ
に群れている。昨晩、小屋の入り口に
置いておいた若村リーダーの雨傘を盗
んだ悪戯オームの仲間だ。
前日のガイドの天気予報は“雨”で、

強風が加わると厳しい行程になるとい
うブリーフィングがあったので心配し
ていたが峡谷の上に青空が広がってい
たので、一安心。



今日はミルフォードトラックのハイ
ライトとなるマッキンノン峠越え(標
高差８００ｍの登りと１,０００mの下
り)で期待が高まる。６時５０分に朝
食、ランチのサンドウイッチを準備し
他の３人にやや遅れて７時４５分にロ
ッジ出発。
すぐに５人に追いつき列を作って１

時間ほど森を歩き雪崩の痕の残ったガ
レ沢を渡る。その後、低木地帯の整備
された道になったため各自のペースで
歩くことにする。
道端には白や黄色のディジーのよう

な花、日本の桜の花に似た白い花、小
さな苔の花、潅木の先端に咲く花など
のお花畑が出現し、大きなシダや緑の
苔も美しい。道は次第にゆっくりとし
た上り坂になり出発から１時間30分ほ
どで、ミンタロー・ハット（ガイドな
しのウオーカーが宿泊する山小屋）に
立ち寄り１５分の小休憩。
小屋を出発して更に森の中をゆっく

りとした上りが続く。しばらく歩くと
マッキンノン峠への１１回のジグザグ
道の登りが開始する。

森を抜けて岩場の
タソック（ブッシ
ュ）地帯に入ると、
峠に向かう雄大な
カール（氷河で削
られた渓谷）の展
望が開け、深く切
り込んだ岩壁のＵ
字谷と垂直に下り
落ちる無数の滝や

雪渓などの日本では見られない絶景が
巣晴らしい。ただし、残念ながらＵ字
谷の頂上の方はガスっていてよく見え
ない。
道端の岩場のところどころに白い小

さなお椀のような花弁のかわいい花が
咲いており、これがマウントクック・
リリーであるということを後でガイド
から聞くことができた。マウントクッ
ク・リリーの開花は１１月ですでに最

盛期を過ぎているとのことであった。
ジグザグ道を１時間ほど登ると峠の

マッキンノン記念碑に到着し、記念碑
の傍で若い女性のガイドから暖かいド
リンク(ホットココア)をもらい、後続
の３人が到着するまで約３０分の休
憩。記念碑の近くには野鳥のケアーが
３羽ほど群れて、ウオーカーのランチ
袋やデポ中のザックを開けようと狙っ
ているので油断できない。
その後、雨が降り始めるとともにガ

スが発生し気温が下がってきたため、
峠から尾根筋に進みランチの場所と定
められているパス･ハットへ向かう。
パス・ハットには１５分ほどで到着
し、暖かいホットコーヒーをいただき､
45分ほどのランチ休憩をとって後続の
5人と合流する。
風雨も弱まってきたので、１２時半

頃にパス･ハットを出発し今夜の宿泊
予定であるクインティン・ロッジまで
約２時間半、６キロの距離で標高差９
００ｍほど一気に下らなければならな
い。ここからの下りはトラックの最大
の難所といわれていたので岩と瓦礫地
帯やブッシュ地帯の道を慎重に下る。
日本の北アルプスと比較すると整備さ
れた登山道で歩くのはさほど困難では
ない。
道端には開花期を過ぎたマウントク

ック・リリーやマウンティン・ディジ
ーの白い花が咲いている。その後高山
植物にさよならを告げ、氷河が運んで
きたガレ沢に架かるモレーン・グレー
ク(橋)を渡る。ここから、深い森と急
峻な渓谷と美しい苔に覆われた氷河か
ら流れ落ちるマーガレット・ホールズ
（数々の滝の絶景ポイント）を急坂に
設置された木製の階段や滝の見物用テ
ラスを通過して一気に半時ほど下る。
更に１時間ほど歩き１４時５５分に待
望のクインティン・ロッジに到着し
た。
ロッジ到着後、すぐに往復１時間半

(片道４５分)で世界第５位のサザーラ



ンド滝（落差５５０ｍ）のサイドウオ
ークへ向かう。シダと苔に覆われた森
林を３０分ほど進み、滝を遠望できる
吊橋に到着し滝をバックに写真を撮
る。次第に滝に近づくとゴーゴーと轟
音を立てるサザーランド滝が目の前に
現れる。雨具を着て滝下の岩上テラス
へ出るも滝から叩きつけられる轟音と
暴風雨のような飛沫が吹き寄せられ、
カメラも水浸しになってしまい、雨具
を着ていても鳴り響く轟音と吹き寄せ
る風雨による寒さで２分と立っていら
れない。早々と帰路に向かいサイドウ
オークを終了し、クインティン・ロッ
ジに戻る。
夕食前はホテルのようなロッジのラ

ウンジで、現地のローカルビールのス
ペイツ（Speight’s:英国のエール風味)
を楽しむ。
午後６時５０分から夕食、翌日のブ

リーフィング(日本人ガイドによる日
本語の説明)の後、９時４５分にベッ
ドに入り就寝。 （記・石原 勝正)

日程＃6 12月17日(火) 晴
ミルフォード・トラック 4日目
クインテイン･ロッジ～サンドフライ･
ポイント～マイタピーク･ロッジ
３泊のロッジ生活を終え３回目のラ

ンチ作りも手慣れた。食材の中に今ま
でになかった白米(長粒米)が有りおに
ぎりを作ってみた。中身はマヨネーズ
に醤油をたらしサランラップでポロポ
ロしない様にギュッと包んで出来上が
り。それに加えいつものサンドウィッ
チ、21kmの長丁場には十分なほどの
クッキー、果物、等(後のケプラート
ラックで大活用）。
嬉しいことに今日は朝から青空が見え

る。
AM７時３０分昨日渡ったハット近

くの吊り橋を渡った所から新たな本日
の行程、サンドフライ・ポイントまで
７時間の標識を後にした。木々には分
厚い苔が付き、シダが生い茂るうっそ

うとした山肌を左右に見て登山道は進
み、いつになったらこの景色が変わり
町場に近づいた実感が湧くのかな？と
思いつつ歩く事になる。途中開けた場
所もあり楽しい歩行だ。
道のり半ばボートシェッドで大休

止。先行のガイドさんによる飲み物サ
ービスを受け、おにぎりを食べた。海
外山行にあって、結構イケる。ベルロ
ック岩とはなる
ほどとうなずけ
る。大洪水で岩
が侵略され空洞
が 出 来 た 大 岩
で、十数人が入
った事があると
か。やはり日本人だったらしい。我々
６人も挑戦してみたが、本当にそんな
にも大勢が入れた？でも、驚くほどの
大岩である。
雨林地帯を先に進むと滝や沢は遠

目、近目多数見て来たが、この沢は大
感激。曲がりくねる沢のすぐ横を歩き
下る。
我思うに雨が降り続いたせいか水

量、水音が凄い。
曲がりくねる木道階段の足元表面に

は金網が張られ滑る事はなく、これま
でもそうであったが破れたり、錆びて
腐った所はない。とにかく、安全に出
来ている。
前後誰にも会わずに下った。この大

自然に厳しい入山制限なので、この様
な事は何回もあった。
午後１時頃、時間差で顔を合わせ川

のほとりの陽だまりで昼食を取り６人
揃って出発。最終地点サンドフライ・
ポイントを目指す。この名前も忘れら
れない。
サンドフライに刺されそのまま触ら

なければよいが、一端かき始めると暫
くかゆく、又かいてしまう。場所によ
ってはかなり飛び交っていて大慌てす
る事があった。
このポイントに時間差で到着。６人



全員PM３時発のボートに乗り対岸の
マイターピーク・ロッジそばの船着場
到着。
日本人ガイドのトシさんが今回のメ

ンバーは歩きが速いと言っていた。昼
食休憩含め約７時間３０分の歩行だっ
た。
ロッジ最後の豪華ディナーを済ませ

いよいよ完歩証明書をいただくミーテ
ィング。３９人参加中日本人は我々６
人と１組のご夫妻８人のみ。ひとりひ
とりパフォーマンスありの授受。言葉
なんて分からなくても楽しい。負けじ
とオーバー目のパフォーマンスを試み
た。部屋からはマイターピークが望め、
バスタブがある素敵なホテル式ロッジ
でした。
５４Ｋｍを踏破出来まだまだ捨てた

ものではないわいな！！
（記・中村 友子)

日程＃7+ 12月18日(水) 雨後晴れ
ミルフォード・トラック 5日目
マイターピーク・ロッジ～ミルフォー
ド・サウンド～クイーンズタウン
今日は折角のミルフォード・サウン

ドクルーズですが雨で残念です。
でも昨日の天気が最高に良かったの

で素晴らしい景色が見られ満足でし
た。
何時ものランチ作り、トランクを預
ける作業、朝食を済ませ身軽でいざ２
時間程のクルーズに出発！！
雨の中のサウンドはしっとりとして

静かで滝、滝、滝の姿は水の量も多く
て素晴らしかったです。アザラシの群
れも見られました。
一番の感激は、二回船の先端が滝の

真下に 入った
ことで す。デ
ッキで 近づい
ていく時から
興奮し てまし
た。水 しぶき
と滝の 船にぶ

つかった音に子供の様にハシャギ感激
しました。今こうして思い出しても興
奮してしまいます。
船からバスに乗り換え11時に出発。

テアナウに向かう途中でルピナスの群
生を見ることが出来ました。（ピンク、
白、紫の素晴らしかたこと！）又黄色
の花（エニシダ）の一面と、羊の群れ、
バスから見える景色は北海道並みの雄
大さで飽きることがありませんでし
た。テアナウ着１２時55分。昼食や買
い物などして13時30分発。一路クイン
ズタウンへ。
15時40分着。39人の仲間と別れを惜

しんで早々にホテルへ（歩いて）今日
の夕食は中国料理、窓から美しい景色
の見える店でビールでまず乾杯、美味
しい料理で大満足、九時近くでも若者
が楽しく賑わっている町、ムード一杯
の中を惜しんでホテルに戻りました。
アッという間のミルフォード・トラ

ックの５日間でした。最高！！
（記・石附 智江)

第二行程 ケプラートラック（インデ
ィペンデントツアー）

日程＃9 12月20日(金) 晴・曇り
ケプラートラック1日目
テ・アナウ～ラクスモアハット
体調不良の関口さんと若村(貴)さん

をホテルに残し、4名で出発。
トラックネットのマイクロバスを降
り、湖畔沿いの
道を辿る。
やがて湖畔を
離れ、緩やかな
登り。このコー
スはミルフォー
ドの混雑緩和の
ために作られた比較的新しいコースと
のことで、小型ブルで開削されたとの
事。広くて歩きやすい。
樹林帯を登る。やがて大石灰岩の岩が

そびえる。ライムストーン。過ぎてラン



チ場所を探す。昨日スーパーで買ったサ
ンドイッチなどそれぞれのお弁当。

樹林 帯を
抜 ける と、
稜 線。 強風
が 吹き つの
る 。冷 えな
い前に1枚羽
織り、手袋、
帽 子で しっ

かり防寒。
ハットに着くと先着組がベットを確
保して待っていてくれる。ありがとう
ございます。
一息ついて、鍾乳洞見学。草原の平

たん路を往復。
夕食は、ハットのダイニングルーム。
水道完備、ガス台完備、テーブル完備。
清潔で使いやすい。他のゲストと譲り
合って使う。日本で購入のフリーズド
ライ食品中心で、アルファー米とふり
かけ、みそ汁、カレーなど。お湯だけ
沸かせばＯＫ。
因みにトイレは清潔な水洗。ただし、

シャワーはなし。
夜半、強風と豪雨、小屋の窓が震え

る。あした歩けるのか？

日程＃10 12月21日(土) 雨、曇り
ケプラートラック 2日目
ラクスモアハット～アイリスバーンハット
今日は稜線歩きなので眺望が楽しめ
るはず。
しかし、夜半は強風と豪雨。出発が
危ぶまれた。
しばらく様子を見ていると数名出

発、風も弱まった。雨具上下に手袋、
帽子もしっかり着けて出発。
最高点のラクスモア山のそばに来て

もガス晴れず、頂上はパス。
稜線を辿ると雲が切れ、眼下の森と

湖、遥かな山なみが見える。ラッキー。
ハンギングツリーシェルターで昼食。

後から着い
たパリジャン
の単独行の美
女。気になる
がフランス語
はボンジュー
ルのみでは後
が続かない。残念。「6月にパリで10日
間過ごしました」には「あ、そう。パ
リは物価が高いから大変だったでし
ょ」で終わり。残念。外にはイタズラ
好きのオウム・ケアが2羽。全然人を
恐れない。
ここからは概ね下り道のみ。稜線を

辿り、雲の切れ目の眺望を楽しみつつ、
高度を下げる。木製階段が続くが、丁
寧に足場木部には金網が貼ってあり滑
りにくくしてある。
やがて樹林帯、ひたすら下る。嫌に

なった頃、道普請中のハット管理人が
「小屋まであと5分だよ」の言葉に元気
をもらい10分下るとアイリスハット。
今日も先着のメンバーに下段のベッ

ト確保の労をとっていただく（2段ベ
ットの上は転落の危機あり）。感謝。
夜はダイニングホールで夕食作り。

水道、ガス完備。
他のパーティーの夕食風景を観察。

スパゲティをゆで、何やら煮込んだソ
ースをかける、ぐちゃぐちゃのカレー
のごときもの、ズッキーニを刻みいた
めたもの、ドライフーズのマウンテン
キュイジーヌ（ブランド名）のビーフ
ストロガノフやべジシチュー等々。い
ずれもあまりおいしそうではない。し
かし、大きな肉厚のパプリカを料理し
ている組あり。これはおいしそう。
驚いたことに、飲酒のパーティーは

全くいない。食後はコーヒーやお茶を
飲み、数字パズルや読書、なにやら執
筆の人も。
若者グループの明るい笑い声がやや

例外の静かな山小屋の夕べが過ぎる。
8時からはハット管理人のコースの



注意、小屋の使い方注意、天候、自然
保護、動植物、この山の歴史などウイ
ットに富んだガイダンス(多分)。ジョ
ーク豊富で笑い声が上がる。遅れない
ように笑うが、全然面白くない。チン
プンカンプンなので当たり前。約1時
間の苦行だった。

日程＃11 12月22日(日) 晴
ケプラートラック 3日目
アイリスバーンハット～レインボウ・
リーチ
こぶし会のジンクスにたがわず、下

山日は好天。
今日も長丁場、早めに出発。渓谷の

樹林帯を緩やかに下る。ひたすら歩く。

一部崩落地点を大きく巻いてシダ密
生地を歩く。標識を見失ったら即道迷
い。
樹林帯を緩やかに下る。やがて大き
な河、湖畔。ここで山での最後の昼食。
モツラウハットは湖畔の明るい斜面
の中腹、夕日が美しいそうだ。ここに
泊まると楽しそう。ここの管理人は女
性。これも魅力。

ここからは約2
時間とのこと。
気を取り直し
ひたすら歩く。
中つり橋を過
ぎ、やがて大
きな吊り橋。
ホントに最後

の大きな橋。すぐに駐車場。長い山行
がやっとゴールイン。
ありがとう、同行の皆さん。ありが
とう、ニュージーランドの山々。あり
がとう、ハットの管理人さん。ありが
とう、日本のお留守のみなさん。
お陰様で無事下山です。エニシング
サンキューベリマッチ！！

付録：寸描ＮＺのトランピン
1.フルガイドツアー
基本的に至れり尽くせり。
ロッジは清潔で暖かい。ベットに
はシーツ（ただし、持参のインナ
ーシーツを併用）。洗い立てのタ
オルと温かいシャワー。
洗濯場と乾燥室完備。今日着たも
のは朝にはカラカラ。
食事は、夜はスープかアペタイザ
ーから始まり、メインはビーフ・
ラム・魚・ベジタブルなどから前
日にチョイス。サラダ。デザート
はアイスクリーム、パイ、シャー
ベットなど。味もボリュームも満
足できる。コーヒー、紅茶はカウ
ンターでセルフ。味噌汁もある。
果物はリンゴとオレンジを自由に
どうぞ。クッキーとキャンデー、
ナッツ類もどうぞ。
ビールは6.5ドル（1ドル約95円）、
グラスワイン10.5ドル、フルボト
ルは32ドル。簡単なオードブルが
ラウンジのテーブルに用意されて
いる。
朝食は、シリアルやオートミー
ル、、トマト、ピクルス、酢漬け
赤カ卵料理、ハムやベーコン、ハ
ッシュドブラウン（ポテト）、果
物。
昼食は、朝、サンドイッチを自分
で作る。ライ麦パンに各種のディ
ップ
ブ、マヨエッグ、ハム、ソーセー
ジ、チーズをタップリはさむ。オ
レンジ、リンゴ、エナジークッキ
ー、ナッツも。
ガイドはゲスト39名に対し若い4
名、うち1名は大和男児。アマン
ダ、アレックス、ケィティはいず
れも親切で明るく美人、息子の嫁
に欲しい。
コースでは三々五々歩き、ガイド
が前後を追い抜いたり待っていたり。



ランチ場所では必ず温かい飲み物
を用意して待っていてくれる。待
機場所に辿り着くと優しく明るく
「ウエルダン！！」と迎えてくれ
る。元気回復。

２．インディペンデントツアー
コースは道明瞭、道標も完備。け
もの道や脇道は殆どないので道迷
いの心配はない。危険な個所はき
わめて少ない。木道も滑り止めの
金網完備。蛇や害獣の危険なし。
途中、シェルターやトイレあり。
比較的清潔（水洗ではないが）。水
場は途中の渓流飲用可。
ハットは完全予約制。各トラック
へはバス路線が四通八通に完備。
時刻表も正確。いずれもネットで
事前払込み。
ハット内は清潔な寝室とダイニン
グホール、水洗トイレ（トイレッ
トペーパー完備）。水道は飲用可。
炊事シンクやガス台も清潔。シュ
ラフと食料、鍋、食器、ライター
は持参必須。物販は一切ない。
ハット管理人のガイダンス聴講
あり（寝たふりでパスする人も）。

３．サンドフライ
ヌカカの一種で３㎜位のハエの一
種。ちくっと刺し、かゆみ激しい。
高度の低い山中で寄ってくる。動
くものや、服の上からは刺さない。
防虫剤を塗るが、汗で流れ効かな
い。
因みに、私は左手の腕時計バンド
の周辺を１２カ所刺され、３カ所
は今も痕が残る。歳のせいで感覚
鈍化？

４．物の値段
物価は比較的高いと感じた。夕食
はビールと安いワインを飲んで30
ドル位。
最初のクィーンズタウンのレスト
ランでは1人100ドル（ただし、ビ
ールとワイン2本をしたためた）

の豪華版。この街で有名なキング
サイズハンバーガーは11ドル～15
ドル。でも1人1個は食べきれない
大きさだが。
テ・アナウのまずいミートスパゲ
ティが14ドルにびっくり。でも違
う店の出来立てラムシチューパイ
は6ドルで熱くて美味しかった。
隣の店の恰好いいサングラス5ド
ルもお買い得。
お土産のマヌカハニー（ヒラリー
のエベレスト登頂を助けた蜂蜜）
250ｇは9.5ドル、メリノウールの
Ｔシャツ120ドル。同パンツ90ド
ル。「私、脱ぐと高いんです。」
前述のマウンテンキュイジーヌの
フリーズドライシチューは2人前1
0∼14ドル。
ホテルの朝食はビュッフェスタイ
ルで35ドル。等々。

（記・若村 勝昭)


